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『活
力
あ
る
元
気
な
ま
ち
・
五所
川
原
』
 

豊
か
な
地
域
創
造
嶋
向
け
て
 

威1⑤年⑧周完威予魁 

（仮称）立倭武多の館の展示室内部イメージ 
祭りの映像、音響、照明を駆使して祭りが体感できます二 

五
所

川
原
市

長
 

成
 
田
 

守
 

新
年
を
迎
え
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
 

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
健
ゃ

か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
 

さ
て
、
一
干
一
世
紀
に
入
り
、
早
11
1
 

年
目
と
な
り
ま
し
た
が
、
近
年
、
社
会

経
済
の
仕
組
み
は
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。
未
だ
光
の
見
え
な
い

経
済
状
況
の
影
響
を
受
け
、
民
間
企
業
 
 等

に
お
け
る
生
き
残
り
を
か
け
た
大
企

業
の
業
務
提
携
・
合併
等
が
活
発
化
し
、
 

社
会
経
済
情
勢
は
、
成
熟
型
社
会
へ
の

転
換
期
の
中
で
暗
中
模
索
の
局
面
を
迎

え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

当
市
の
状
況
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
予
算

の
中
、
昨
年
一
年
の
間
に
市
民
や
多
く

の
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な

意
見
を
も
と
に
、
あ
ら
ゆ
る
叡
智
と
活

力
を
結
集
し
、
創
意
と
工
夫
を
も
っ
て
、
 

豊
か
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

ょ
う
、
本
年
も
、
予
算
の
効
率
的
な
執

行
に
努
め
、
私
を
は
じ
め
職
員
一
同
尚
 

属
湯
暦
起
レ
」
届
客％
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
第
一
に
考
え
、「活
力
あ
る
元

気
な
ま
ち
・
五
所
川
原
」
 
の
実
現
に向

け
一
路
遭
進
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。
 

昨
年
十
二
月
一
日
、
県
民
が
心
待
ち

に
し
て
お
り
ま
し
た
東
北
新
幹
線
が八

戸
ま
で
開
業
し
た
効
果
を
高
め
る
た
め
、
 

青
森
県
で
は
、
今
年
七
月
上
旬
、
県
外

か
ら
の
観
光
客
の
誘
客
促
進
を
目
的
に
、
 

東
京
銀
座
の
「ソ
ニ

ー
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
」
 

に
高
さ
二
十
ニ
メ
ー
ト
ル
の
「
立
候
武

多
」
を
設
置
す
る
な
ど
、
県
内
夏
祭
り

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
大
々
的
に
全

国
（
発
信
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
八
月
十
三
日
か
ら
八
月
末
ま

で
、
九
州
一
の
商
業
集
積
を
持
つ
福
岡

市
天
神
地
区
と
九
州
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
 
 ー

ク
拠
点
であ
る
博
多
駅
と
の
中
間
に
 
2
 

位
置
す
る
複
合
施
設
「
キ
ャ
ナ
ル
シ
テ

ィ
博
多
」
に
「立
侵
武
多
」
が出
陣
す
る

予
定
に
な
っ
て
お
り
、
五
所
川
原
「
立

侵
武
多
」
を
大
い
に
P
R
で
き
る
も
の

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
 

市
で
は
、
夏
祭
り
の
主
役
で
あ
り
ま

す
「
立
候
武
多
」
を
通
年
展
示
す
る
館

建
設
に
歩
調
を
合
わ
せ
、周
辺
の
土
地

区
画
整
理
事
業
に
も
着
手
し
、
公
園
や

商
業
空
間

・
都
市
基
盤
の
面
整
備
を
図

り
な
が
ら
中
心
市
街
地
並
び
に
商
店
街

を
再
生
し
、
往
事
の
賑
わ
い
を
取
り
戻

す
た
め
市
民
と
一
致協
力
し
、
不
退
転

の
決
意
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
し
・
．．・ね
『

・
 物
洲
や

入
的
交
流
司
ー産
業
振
興
を
図
る
た
め
に

も
、
道
路
整
備
が
必
要
不
可
欠
な
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
県
都

青
森
市
に
直
結
す
る
、
「
（
仮
称
）
中
山

ト
ン
ネ
ル
」
建
設
（
の
働
き
か
け
を
一

層
進
め
て
参
る
と
と
も
に
、「津
軽
自
動

車
道
」
の
五
所
川
原
イ
ン
タ
ー
ま
で
の

残
区
間
及
び
、
国
道
3
3
9号
五
所
川

原
北
バ
イ
パ
ス
の
建
設
促
進
に
も
努
め

て
参
り
ま
す
。
 

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
米
価
の

下
落
、
生
産
調
整
面
積
の
増
加
、
産
地

間
競
争
の
激
化
、
さ
ら
に
は
、
農
業
従

事
者
e
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
等
多
く

の
課
題
を
抱
え
、
極
め
て
厳
し
い
情
勢

に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
農
業
 

あ
け
ま
し
て
 

お
め
で
と
う
 

ご
、ざ
い
ま
す
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嶋
夢
あ

る
未
来

を
 

は
当
市
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、特
に
米

と
り
ん
ご
に
つ
い
て
は
、安
全
・
安
心
・

健
康
い
ち
ば
ん
の
供
給
を
目
指
し
、
農

業
所
得
の
向
上
と
農業
経
営
安
定
化
に

向
け
た
施
策
を
展
開
して
参
り
ま
す
。
 

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
夢
と

希
望
に
あ
ふ
れ
、
人
を
い
た
わ
る
心
を

持
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く

り
の
た
め
、
学
校
教
育
に
お
け
る
児
童

数
の
調
整
を
図
り
つ
つ
、よ
り
一
層
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教育
環
境
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。
 

自
治
体
病
院
の
連
携
に
よ
る
地
域
医

療
を
進
め
る
た
め
、
西
北
中
央
病
院
を

母
体
と
す
る
中
核
病
院
の
建
設
を
図
り
、
 

新
た
に
脳
神
経
外
科
や
心
臓
血
管
外
科

等
を
設
置
す
る
な
ど
を
柱
と
し
た
、
機

能
再
編
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も

西
北
津
軽
地
域
の
中
心
都
市
と
して
、
 

豊
か
な
地
域
創
造
に
向
け
て
、「活
力
あ

る
元
気
な
ま
ち

・
五
所
川
原
」
 
の実
現

を
目
指
し
、
各
種
施
策
に
取
り
組
む
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様

の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
迎
え
ま
し

た
新
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
 

健
康
で
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
 

次
せ
代
 

あ
け
ま
し

て
 

お
め
で
と
う
 

ご
、ざ
い
ま
す
 

五
所
川
原
市
議
会
議
長
 

大
 
野
 

欽
 
也
 

市
民
の
皆
様
に
は
、光
り
輝
く
2
0
 

0
3
年
の
新
春
を
お
健
ゃ
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
謹
ん
でお
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
 

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
ア
ジ
ア
で
初

め
て
の
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が

日
韓
両
国
で
開
催
さ
れ
、両
チ

ー
ム
の

善
戦

・
健
闘
に
日
本
中
が
大
い
に
沸
き

ま
し
た
。
ま
た
、
史
上
初
め
て
一
年
に

二
人
の
日
本
人
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞

す
る
な
ど
、
経
済
不
振
に
あ
え
ぐ
我
が
 
 国

に
と
っ
て
久
々
に
明
る
い
話
題
があ

り
ま
し
た
。
 

一
方
で
は
、
 一
昨年
の
米
国
同
時多

発
テ
ロ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
昨
年
も
バ
リ

島
、
モ
ス
ク
ワ
と
相
次
い
で
憎
む
べ
き

テ
ロ
が
発
生
、
さ
ら
に
は
北
朝
鮮
の
泣

致
問
題
・
核
開
発
疑
惑
、
イ
ラ
ク
の
国

連
査
察
問
題
等
、
誠
に
憂
慮
す
べ
き
事

態
が
続
き
、
世
界
の
平
和
と
安
全
に
対

す
る
不
安
が
ま
す
ま
す
深
ま
っ
た
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。
 

当
市
に
お
い
て
は
、
津
軽
半
島
地
域

の
ス
ポ
ー
ッ
、
文
化
振
興
の
新
た
な
拠

点
と
し
て
期
待
さ
れ
る
「
つ
が
る
克
雪

ド
ー
ム
」
 
がオ
ー
プ
ン
し
、
ま
た
、
待

望
久
し
い
津
軽
自
動
車
道
浪
岡
五
所
川

原
道
路
も
一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
供
用

開
始
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
市
の
み
な
ら
ず
津
軽
地
域
全
体
に
好

影
響
を
与
え
る
も
の
と
期
待
を
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
経
済
は
依
然

と
し
て
景
気
低
迷
か
ら
脱
却
す
る
兆
し

が
見
え
ず
、
企
業
倒
産
に
よ
る
失
業
者

の
増
加
、
新
規
学
卒
者
の
就
職
難
等
、
 

む
し
ろ
深
刻
の
度
合
い
が
一
層
増
す
状

況
に
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
長
期
化
す
る
経
済
不
況
に
よ
り
、
 

市
の
財
政
も
市
税
収
入
の
落
ち
込
み
や

交
付
税
の
減
額
等
に
よ
り
硬
直
化
が進

ん
で
お
り
、
大
変
苦
し
い
財
政
運
用
を

強
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
ど

の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
市
民
生

活
の
安
定
や
福
祉
の
向
上
の
た
め
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
停
滞
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
 

特
に
本
年
は
、
市
の
新
し
い
街
づ
く

り
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
 
「（
仮
称
）立
侵

武
多
の
館
」
の
建
設
工
事
が
い
よ
い
よ

着
手
と
な
り
、
併
せ
て
周
辺
地
域
の
土

地
区
画
整
理
事
業
着
手
の
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
自
治
体
が

取
り
組
む
べ
き
最
も
重
要な
課
題
の
ー
 

つ
で
あ
り
ま
す
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

も
、
合
併
の
是
非
、
枠
組
み
等
を
決
定

す
る
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
の
年
で
も
あ
り
、
 

ま
さ
に
市
の
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を方

向
付
け
る
正
念
場
の
年
であ
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、昨

年
の
九
月
議
会
に
お
い
て
合
併
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
議
会
独
自
の
立
場
か

ら
市
町
村
合
併
の
あ
り
方
、
方
向
性
に

つ
い
て
調
査
、
研
究
を
進
め
て
お
り
ま
 
 

す
が
、
私
た
ち
の
住
む
こ
の
津
軽
地
域

全
体
の
発
展
と
将
来
を
見
据
え
な
が
ら
、
 

十
分
な
議
論
と
相
互
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
最
も
大
事
な
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
 

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、「次
世

代
に
夢
あ
る
未
来
」
を
引
き
継
ぐ
事
、
 

こ
の
こ
と
が
今
日
の
私
た
ち
に
課
せ
ら

れ
た
重
大
な
指
命
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
本
年

も
一
層
の
精
進
と
懸
命
の努
力
を
い
た

し
て
参
る
べ
く
決
意
を
新
た
に
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
市
民
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
旧
年
に
倍
す
る
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

終
わ
り
に
、
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま

し
て
2
0
0
3
年
が
夢
と
希
望
の
持
て

る
明
る
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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戸 

、 
団結式にて安全第導園生活道路の確保 

→
 

土
木
課
 

内
線

3
0
4
 

市
除
排
雪
対
策
本
部
 

公
（
3
5)
4
3
21
 

(3
5)
4
3
2
2
 

1
1
 
1

ー
 

五
所
川
原
 

県
土
整
備
事
務
所
 

道
路
管
理
課
 

公
（
3
5)
21
0
6
 

雪処理にお困りの皆さんノ＼ 

市では、今年も全力で除排雪作業に取り組んでまいりますが、効率的な作業を行うためには 

市民の皆さんのこ理解とこ協力が必要です。 

ここでは、市民の皆さんが活用できる雪対策情報をこ紹介します。 

生活支援ホームヘルプサービス 

市では、在宅のひとり暮らし高齢者等が自立し 

た生活を維持していくために、有償の雪片付け支 

援事業を行っています。 

事業対象者 市内に居住する概ね65歳以上の方 

で、自立した生活を維持していく 

ために支援が必要な、ひとり暮ら 

し高齢者等 

事業内容 玄関周り等の雪片付け 

※作業は、市が委託した囲五所川原市シルバー人 

材センターの会員が行います。 

利用者負担 30分以上60分まで 250円 

61分以上90分まで 400円 

91分以上30分ごとに 100円 

×申し込み’問い合わせ先 介護福祉課 内線275ノ 

除排雪対策本部恒例の団結式を実施 

12月 9 日、市除排雪対策本部では恒例の結団式

を実施しました。式では対策本部長の岩見助役が 

「除排雪期間は、事故や健康に注意してください」 

とあいさつした後、作業員らは早速除雪作業に取 

×りかかっていました。 

《雪置場の設置について》 

排雪した雪の搬入場所として、例年どおり、岩

木川右岸（高瀬地区）に雪置場が設置されました。 

なお、雪置場までの通路区間は事故が起きない

よう最徐行してくださるようご協力をお願いしま

す。 

（社）シルバー人材センターの除排雪業務 

シルバー人材センターでは、会員による有償の 

雪片付け業務を行っています。 

業務内容 玄関周り等の除排雪、1階部分の 

屋根の雪下ろし 

利用者負担 1時間 1,070円（1人分） 

※排雪を希望される場合は、別途車代等の負担が 

あります。 

申し込み・間い合わせ先 

舶五所川原市シルバー人材センター 

× 	 容34-8844 または容35-2111 （内線360）ノ 

車道tり歩道の雪で困っている時の 

お間し造わせ先 

道路の区分によりお問い合わせください。 

県 国 

道 道 

× 

ノ 

ロ
サ
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'P 	 輸以内に近寄ら机で 

除雪車は重機械であり、前後lOm位は

死角となります。また、雪の中に

混じっている砕石、ガラス等 

が飛び散る場合もありますノr 

ので30 nl以内には

近寄らないように

お願いします。 

除雪車でよせた雪を道路に返したり、 

各家庭の雪を道路に押し出したりしないでください。 

'、‘, 

除雪及び排雪作業は交通渋滞

をひきおこさないために、 

交通量の少なくなった

夜間、早朝に行う 

ことが多くなります。 

ご迷惑をおかけします

が、ご理解ください。 

路上の駐停車は除雪の妨げになります。 

決められた場所以外での駐停車 

はやめましよう。 

また、故障などでやむを 

得ず路上におくときは、 

目印に赤旗等を立てて 

ください。 

除排雪作業にご協力をお願いします 

・路上にある車両乗り上げ用鉄板等は、事故の原因となるため、冬期間は撤去してください。 

・ゴミは指定日の日時、場所を守ってください。 

・歩道に面した屋根雪の落雪は、交通を遮断するだけでなく、人命にかかわることがありますの

で、危険な場所については屋根雪の落下防止の措置を講じたり、雪おろしをするなど家主の方

は十分注意しましょう。 

（財）五所川原市教育振興会 平成15年度大学等・高等学校奨学生募集 
事務局 教育委員会教育総務課 内線552 

、 

本会は、優秀な学生・生徒で経済的な理由のため

就学困難な者に学資を貸与して、有為な人材の育成

に寄与すること、および教育文化施設整備に対する

助成、ならびに学術研究者等に助成を行い、当市に

おける教育文化の発展に尽くすことを目的として運

営しています。 

この目的を達成するための事業（学資の貸与事業） 

として本会では、平成15年度大学等奨学生ならびに

高等学校奨学生を募集します。 

◇募集期間 1月15日困～ 2月19日困 

◇募集人員 大学等奨学生 10人程度 

高等学校奨学生 10人程度 

◇出願資格 次のすべてに該当する人に限ります。 

①平成15年 4 月に大学等（原則として各種学校、 

専門学校は認めない）または高等学校に入学予

定の人。 

②五所川原市内在住者の子弟。 

③人物、学業ともに優秀で、かつ健康であるが、 

経済的な理由のため就学困難と認められる人。 

④過去3年間の全教科の平均成績が、 5段階評価

で3.5以上の人。 

◇貸与金額 〈大学等〉国公立、私立ともに入学支  

度金として600,000円を限度とする。 

〈高等学校〉国公立、私立ともに入学金および授業 

料相当額。（ただし、授業料については、月額 

15,000円を限度とする。） 
	

4 
◇返還期間 〈大学等〉卒業の翌月から 6 カ月を経 

過した後8年以内。 

〈高等学校〉卒業の翌月から1年を経過した後、奨 

学金を受けた倍の期間内。 

※返還金に利息はつきません。 

◇出願方法 募集要項ならびに奨学生願書は学校（在 

学校または出身校）へ送付しておりますので学校を 

経由して出願してください。 

◇選定 3月上旬に奨学生選定委員会にはかり、「奨 

学生選定基準」に従って願書等の書類審査を行い 

適格度の高い人から候補者を選定します。 

◇採否決定の通知 3月中旬に採否の選定結果を通 

知します。（学校及び出願者） 

※資金の関係で採用人数に限度がありますのでご了 

承ください。 

◇出願申込先 助五所川原市教育振興会事務局 

（教育委員会教育総務課内） 

5 	平成15年1月1日 	五所川原市役所 公35- 2111 



平
成
十
四
年
五
所川
原
市
議
会
第
六

回
定
例
会
が
十
二
月
五
日
か
ら
十
九
日

ま
で
の
十
五
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
、
 

平
成
十
三
年
度
一
般
会計
歳
入
歳
出
決

算
や
（
仮
称
）
立
佼
武
多
の
館
新
築
工
事

請
負
契
約
な
ど
二
十
七
議
案
を原
案
ど

お
り
可
決
、
承
認
し
閉
会
し
ま
し
た
。
 

可
決
承
謬
認
定
さ
れ
た
議
案
 

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
三
件
（
五
所
川
原
市
集
会所

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

設
置
・
五
所
川
原
市
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
・
五

所
川
原
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）
 

▽
平
成
十
三
年
度
五
所
川
原
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
 

▽
平
成
十
三
年
度
五
所
川
原
市
国
民
健

康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
に
つ
い
て
 

▽
平
成
十
1二
年
度
五
所
川
原
市
老
人
保

健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い

て
 

▽
平
成
十
三
年
度
五
所
川
原
市
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い

て
 

▽
平
成
十
三
年
度
五
所
川
原
市
立
高
等
 

看
護
学
院
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

に
つ
い
て
 

▽
平
成
十
三
年
度
五
所川
原
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ

い
て
 

▽
平
成
十
三
年
度
五所
川
原
市
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
に
つ
い
て
 

▽
平
成
十
三年
度
五
所
川
原
市
公
共
用

地
先
行
取
得
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
に
つ
い
て
 

▽
平
成
十
四
年
度
五
所
川
原
市
一
般
会

計
補
正
予
算
 

・

一
般
会
計
は
九
十
八
万
六
千
円
を
増

額
し
て
総
額
二
百
四
億
六
百
九
十
五

万
八
千
円
に
 

▽
平
成
十
四
年
度
五
所川
原
市
国
民
健

康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予

算
 

▽
平
成
十
四
年
度
五
所
川
原
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
 

▽
平
成
十
四
年
度
五
所川
原
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
 

▽
平
成
十
四
年
度
五
所
川
原
市
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
 

▽
平
成
十
四
年
度
五
所
川
原
市
工
業
用

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
 

▽
五
所
川
原
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を改
正
す
る
条
例
案
 

▽
五
所
川
原
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案
 

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
「
1
 

件
一
「（
仮
称）
立
侵
武
多
の
館
」
新

築
工
事

（
建築
）
（
強
電
設備
）
（
空

調
・
換
気
設
備
）
に
つ
い
て
の
請
負

契
約
締
結
の
た
め
一
 

▽
市
営
に
よ
る
土
地
改
良事
業
の
施
行

に
つ
い
て
 

▽
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
（
二
件
）
 

▽
道
路
管
理
暇
庇
事
故
に
係
る
損
害
賠

償
の
和
解
の
件
 

▽
議
員
提
出
議
案
 

・

私
学
助
成
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
 

ブ
国
際
交
流
協
会
の
交
流
事
業
によ
り

当
市
で
一
月
十
七
日
ま
で
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
す
る
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
の
フ
ィ

オ
ナ
・
キ
ャ
ロ
ラ
ン

・
ス
ト
ロ
ー
ク
さ

ん
が
成
田
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
 

十
四
歳
の
と
き
折
り
紙
に
興味
を
持

ち
日
本
語
e
勉
強
を
始
め
た
ス
ト
ロ

ー
 

ク
さ
ん
は
、
現
在
も
シ
ド
ニ
ー
近
郊
の

大
学
で
日
本
語
と
社
会
学
を
専
攻
し
て

ま
す
。「夢
だ
っ
た
日
本
訪
問
がか
な
い
、
 

見
る
も
の
す
べ
て
に
感
激
し
て
い
ま
す
。
 

特
に
年
末
年
始
の
伝
統
的
な
行
事
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
抱
負
を
得
意

の
日
本
語
で
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
を
受
け
た
市
長
は
、
「健
康
に
 

5
ど
う
も
あ
り
がと
う
「」ざ
い
ま
し
た
5
 

＠
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
ち
ど
り
会
（佐
々
木
伸
雄
代
表
）
H
十

八
万
五
百
五
十
五
円

（
歳
末助
け
合

い
芸
能
祭
益
金
）
。
 

〇
美
し
い
き
も
の

・
京
染
み
つ
わ
（
中

嶋
美
津
子
代
表
）
H
三
R
円
。
 

〇
イ
ト

ー
ョ
ー
カ
ド

ー
五
所
川
原
店
労

働
組
合
H
八
千
円
。
 

〇
匿
名
H
十
万
円

（
香典
の
一
部
）
。
 

＠
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

れ
か
ら
も
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
 

文
化
交
流
の
掛
け
橋
に
な
っ
て
く
だ
さ
 

い
」
と
激
励
し
握
手
を
か
わ
し
ま
し
た
。
 

〇
株
式
会
社
五
所
川
原
中
央
成
果
（
木

村
吉
幸
代
表
取
締
役
社
長
）H
寄
贈
 

（
み
か
ん四
箱
）
。
 

〇
有
限
会
社
マ
ル
ョ
（
新
井
幸
子
代
表

取
締
役
社
長
）
H
寄
贈
（
み
か
ん一箱
）
。
 

〇
又
五
呉
服
店
（
佐々

木
彦
太
郎
代
表
取

締
役
社
長
）
H
寄
贈
（
み
かん
二
箱
）
。
 

〇
さ
く
ら
保
育
園
園
児
六
＋
人
（
大
津

公
至
園
長
）H
慰
問
（
歌
、
踊
り
）
寄

贈
（
み
か
ん
二
箱
）
。
 

〇
五
所
川
原
保
育
園
園
児
ニ
十
七人
 

（小
笠
原
亮
一
園
長
）H
慰
問
（劇
、踊

り
、
合
唱
）
寄
贈
（
ケ
ー
キ
六十
個
）
。
 

固
開
国

平
成
十
四年
第
六
回
定

例
会
 

>
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
交
換
留
学
生
 
‘
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
 

十
二
月
十
二
日
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
 
気
を
付
け
て
日
本
の
文
化
を学
び
、
一
」
 平成15年1月 1日 6 五所川原市役所 容35-2111 



国民年金の保険料は 
全額社会保険料控除の 

対象になります 
国保年金課 内線211'213 

確定申告の時期が近づいてきまし

た。平成14年 -I 月～12月までの間に

納められた保険料は、全額社会保険料

控除が認められます。 

申告できるのは、平成14年中に納

めた全部の額で、平成14年分の保険

料の他に、過去の未納ー免除期間分を

納めた場合も控除の対象となります。 

◇平成14年の保険料額 

・定額保険料 1月～12月 

月額13,300円 

・付加保険料 月額 400円 

●男性 昭和37年4月2日～昭和38年4月1日生まれの方 

●女性 昭和46年4月2日～昭和47年4月1日生まれの方

◇会 費 男性12,000円、女性10,000円 

●男性 昭和37年4月2日～昭和38年4月1日生まれの方 

●女性 昭和46年4月2日～昭和47年4月1日生まれの方 

◇会 費 男性12,000円、女性10,000円 

（祈願だけの方は、男女とも6,000円） 

◇会費の納入方法 次の銀行ノ＼お振り込みください。 
●青森銀行五所月~原支店 普通 1046879 
●みちのく銀行五所月~原支店 普通 1 546040 
●口座名義 五所川原市合同除厄祈願祭実行委員会 

代表成田弘人 

※両銀行とも名義人は同じです。両銀行とも振込には手数料がか 

かります。 

※準備の都合がありますので1月20日（月）までに 

参加申し込み 及び会費振り込みをお願いします。 
◇事務局 五所川原市役所 企画課／成田弘人 

内線461 税務課／木村久之内線425 
国保年金課／山内かおり 内線212 
長橋支所／松野美奈子 TEL(29)31 11 

五所川原市役所 公35- 2111 

平成15年度五所川原市合同除厄祈願祭 

◇2月9日（日）受付13時～、 

祭事 14時～16時 祝宴 16時～18時 ブラザマリュウ五所川原 

◇対象者 

7 平成15年1月 1日 

冬
休
み
子
ど
も
の
集
い
 

図
書
館
 
T
E
L
(3
4)4
3
3
4
 

F
A
x
(3
4)
3
2
5
6
 

、烈喜あふれる学校冬り推進
零寒業の一環としてり農蕉賛業

科の生徒さんが製作“寄贈曳
夢た門松 

県
立
自
然
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
 

公
0
1
7
2

(6
2)
4
5
2
7
 

「森
の
学
校
冬
」
 

参

加
者
募
集
 

図
書
館
 
参
加
無
料
 

◇
対
象
 
小
学
生
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
ま
た
は
F
A
X
に
 

て
前
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

  

【
今
月
の
相
談
日
】
 

⑨
交
通
事
故
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 

交
通
事
故
に
つ
い
て
専
門
員
が
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。
 

●

1
月
1
4・
2
8日
因
 
1
0時

、
1
5時

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室

◇
相
談
員
 
青
森
県
交
通
事
故
相
談
所

交
通
事
故
相
談
員
 

⑨
行
政
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 

行
政
な
ど
（
の
意
見
や
要
望
な
ど
を

相
談
く
だ
さ
い
。
 

●

1
月
9
日
困
 
1
0時

、
1
2時
 

●

1
月
2
3日
困
 
1
3時

、
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員
 

⑥
税
金
の
相
談
 

税
務
課
 
内
線
4
2
0
 

相
続
税
、
贈
与
税
、
所
得
税
等
に
つ
い
 
 

て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

●

1
月
8
日
困
 
9
時
3
0分

、
1
5時

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室

◇
相
談
員
 
仙
台
国
税
局
税
務
相
談
室

青
森
分
室
税
務
相
談
官
 

⑥
こ
こ
ろ
の
相
談
日
 

五
所
川
原
保
健
所
保
健
予
防
課

廿
（3
4)
21
0
8
 
FA
X
(3
4)
7
51
6
 

も
の
忘
れ
、
不
眠
、
憂
う
つ
、
人
間
 

関
係
が
う
ま
く
い
か
ず
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
 

味
な
ど
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

◇
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

1
月
1
0日
固
 
1
3時

、
1
4時
 

◇
老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

1
月
2
8日
因
 
1
3時

、
1
4時
 

「図
書
館
体
験
ッ
ァ

ー
」
と
題
し
冬

休
み
子
ど
も
の
集
い
を
行
い
ま
す
。
 

●

1
月
1
0日
国
 
1
0時

、
1
2時
 

「県
民
の
森

・
楚
珠
山
で
一泊
二
日
の

キ
ャ
ン
プ
で
す
。
冬
山
登
山
や
室
内
ゲ
 

ー
ム
、
餅
つ
き
、
炊
事
な
ど
を
体
験
し
、
 

自
然
の
面
白
さ
や
大
切
さ
な
ど
、
自
然

に
関
す
る
見
方
を
広
め
ま
し
ょ
う
。
 

●

1
月
2
5日
田
、
2
6日
回
 

県
民
の
森
楚
珠
山
 
及
び
 

県
立
自
然
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
 

（
二
日
目
の餅
っ
き
に
は
、
保
護
者
の
 

皆
さ
ん
も
是
非
参
加
く
だ
さ
い
。）
 

◇
対
象
 
小
学
校
3
年
生
徒
か
ら
中
学
 

校
3
年
生
ま
で
の
3
5名
 

◇
参
加
料
 
無
料
 

◇
持
ち
物
 
筆
記
用
具
、
昼
食
、
雨
具
、
 

寝
具

（
毛布
・
寝
袋
）
な
ど
 

◇
申
込
方
法
 
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
 

学
校
・
学
年
、
保
護
者
氏
名
、
電
話
 

番
号
を
記
入
し
次
の
住
所
へ
郵
送
し
 

て
く
だ
さ
い
。
1
月
1
1日
田
必
着
。
 

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
 

〒
〇
三
八
ー
二
一
一
〇
一
 
南
津
軽
郡
浪
 

岡
町
大
字
大
釈
迦
字
沢
内
沢

一
ー
一
 

県
立
自
然
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
 



)
 

和
菓
子
作
り
教
室
 

身近にあるもので手軽に薫製を作ります。 
玉子、ビーフジャーキー、プチベーコンなど。 

● 1月30日岡 9 時～12時 
◇講 師・・・坂本洋子さん 
◇費 用…実費（材料費）のみ 
◇持ち物…ェプロン、三角巾 
◇定 員・・・32名（要申込み） 

和
菓
子
作
り
教
室
 

県
土
整
備
事
務
所
建
築
指
導
課
 

空

翌

2
1
1
1
内
線
2
8
3
 

県
営
住
宅

入
居
者
募
集
 

囲
西
北

労
働
基
準
協
会
 

公
（
3
5)
6
3
3
6
 

小
型
移
動
式
ク
レー
ン
運
転

技
能
講
習
会
の
お知
ら
せ
 

東
北
財
務
局
青
森財
務
事
務
所
総務
課
 

公
0
1
7
(
m)1
4
6
ー
 

「貸
し
渋
り
・
貸
し
は
が
し

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
開
設
 

3
K
 

〇
新
宮
団
地
 

3
L
D
K
 

o
広
田
団
地
 

3
L
D
K
 

2
5
1
0
0
、
 

1
2
9
0
0
円

、
 

2
3
0
0
0
円
程
度
 

1
1
0
0
0円
、
 

1
8
5
0
0
円
程
度
 

4
1
6
0
0
円
程
度
 

◇
そ
の
他
 
入
居
す
る
に
は
入
居
基
準

が
あ
り
ま
す
。
家
賃
は
所
得
金
額
に

応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
 

貸
し
渋
り
・
貸
し
は
が
し
で
お
困
り

の
方
（
中
小
企
業
等
）
の
声
を
幅
広
く

お
聞
き
し
ま
す
。
 

◇
情
報
送
付
の
注
意
点
 

・

住
所
（都
道
府
県
）
、職
業
・
業
種
に

つ
い
て
も
記
入
。
 

・

検
査
や
監
督
の
実
施
に
あ
た
り
重
要

な
情
報
と
な
る
た
め
、
金
融
機
関

名
・
支
店
名
や
取
引
内
容
等
、
で
き

る
だ
け
具
体
的
に
記
入
。
 

・

他
の
省
庁
等
の
協
力
を
得
る
た
め
情

報
を
関
係
先
に
連
絡
す
る
場
合
あ
り
。
 

（
希望
し
な
い
場
合
そ
の
旨
を
付
記
）
 

◇
情
報
送
付
先
 

電
子
メ
ー
ル
 
」o●局

fs
a・g
o・J
p
 

F
A
X
 
O
3
(3
5
0
6
)6
6
9
9
 

【
一
 

《
 

◇
募
集
住
戸
 

①
広
田
団
地

（市
内
み
ど
り
町
五
丁
目

地
内
）
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

3
 

L
D
K
 
6
戸
、
3
K
 
2
一P
 

②
新
宮
団
地

（市
内
若
葉
三
丁
目
地
内
）
 

木
造
長
屋
二
階
建

3
L
D
K
 l
戸

◇
募
集
期
間
 
1
月
6
日
の
、
3
1日
岡
 

つ
り
上
げ
荷
重
l
J
以
上
5
ブ
未
満

の
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
業
務
。
 ●

2
月
4
日
因
、
6
日
困
 
3
日
間
 

9
時
、
1
7時
 

学
科

…
岡
西
北
労
働
基
準
協
会
 

2
階
大
ホ
ー
ル
 

実
技

…
斎
勝
建
設
囲
構
内
 

◇
受
講
資
格
 
満
1
8歳
以
上
の
者

（
女
 

性
の
方
歓
迎
し
ま
す
。）
 

◇
受
講
料
 
2
7
7
0
0
円

（
テ
キス
 

ト
代

1
7
0
0
円
を
含
む
）
 

◇
締
切
 
1
月
2
7日
の
か
定
員
8
0名
に
 

達
し
次
第
締
め
切
り
 

◇
申
込
先
 
囲
西
北
労
働
基
準
協
会
 

五
所
川
原
市
大
字
 

唐
笠
柳
字
藤
巻
鰯

1
3
 

「働く婦入の蒙丁がらのお知らせ叫→・ 

  

 

T35一8898 

  

生活講座 受講生募集 
餅粉、上新粉を使った餅菓子作り。 

● 1月17日圏 13時30分～16時30分 
◇講 師・・・今サカエさん 
◇費 用…実費（材料費）のみ 
◇持ち物・・・ェプロン、三角巾 
◇定 員・・・32名（要申込み） 

働く婦人の家利用者会「サークル体験学習」 ～自分に合う趣味を見つけてみませんか～ 
◇場 所 働く婦人の家 	◇対 象 男女年齢は問いません 
◇受講料 無料（学習内容によっては、材料費の負担があります。） 
◇申し込み・お間い合わせ 働く婦人の家 ※体験学習は 2 月のみ行われます。 

サークル名 内 	容 日 	時 場 	所 準 	備 材 料 費 

若松会 茶道（遠州流） 1日（土）10: 00--' 12 : 00 第2講習室 

野ばら 童謡を楽しむ歌 3日（月）10 】00'--12 】00 ホ ー ル 

きめこちやん 木目込み人形・くるみ絵 3日（月）10: 00~ 12 : 00 託 児 室 はさみ 材料費 500円位 

札扇会 日本舞踊 3日（月）18 】30--20 】30 軽運動室 着物または羽織手ぬぐい 

ゆりの会 華道（遠州流） 5日（水）13: 30~ 15 】00 第 1 講習室 花鉄 花代 1,000円位 

松島書道 書道 5日（水）18:30--20:30 第1講習室 書道用具―式 

レクさわやか レクレ一ションダンス 5日（水）19 】00'--'20 】30 軽運動室 ズック 

みっば会 踊って楽しむ 6日（木）13:00--15】00 軽運動室 ズック 

あさぎ 染め物 6日（木）13 】30--15 】 30 調 理 室 針糸・工プ口ン・ゴム手袋 材料費 500円位 

気功（夜） 気功・太極拳 6日（木）18:30-20:30 軽運動室 ズック 

一
 

 会
 
会
 

茶道（裏千家） 6日（木）18:30--'20 】30 第2講習室 

気功（昼） 気功・太極拳 7日（金）13: 30-S-' 15 】30 軽運動室 ズック 

北斗短歌会 短歌 10日（月）13 】30'-'15 】30 第3講習室 

燦燦会 生け花（小原流） 17日（月）18:30-'20】30 第1講習室 花鉄・花包み 花代 1,000円位 

はなごよみ アレンジフラワ― 20日（木）18 】 30--'20 】 30 調 理 室 花鉄 花代 	1,500円 

みなっき会 水墨画 24日（月）18:30--20】30 託 児 室 書道用具―式 

五所川原市役所 公35- 2111 	平成15年1月 1日 8 



産業別最低賃金が改正 
青森県最低賃金が10月 1日より時間

額605円へ改正されましたが、産業別最
低賃金（四業種）も12月21日より改正さ

れています。 
※今回から時間額のみとなりました。 

鉄鋼業 1時間 721円 

電気機械器具製造業 1時間 664円 

各種商品小売業 1時間 660円 

自動車小売業 1時間 700円 

＊「電気機械器具製造業」 には情報通信
機械器具製造業、電子部品・デバイ

ス製造業が含まれます。 

◇お間い合わせ 
青森労働局賃金室 ft017-734-4114 
五所川原労働基準監督署 合35-2309 

消
防
本
部
予
防
課
 
費
（
3
5)
2
0
1
9
 

ガ
ソ
リ
ン
等
の
 

取
り
扱
い
に
つ
い
て
 

運
転
し
て
い
る
時

に
発
生
す
る
火
花

や
服
が
擦
れ
合
う

時
の
静
電
気
で
も

引
火
す
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
、
取
り

扱
い
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

④
除
雪
機
等
へ
の
ガ
ソ
リ
ン
の
給
油
は
、
 

エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
別
の
容
器
に

小
分
け
せ
ず
、
携
行
缶
か
ら
直
接
す

る
こ
と
。
 

※
ガ
ソ
リ
ン
は
、
灯
油
等
と
比
べ
て
常

温
で
も
遠
方
の
火
気
に
よ
り
引
火
す

る
可
能
性
が
極
め
て
高
く
、
蒸
発
し

た
ガ
ス
が
床
に
た
だ
よ
っ
て
部
屋
に

広
が
り
、
た
ば
こ
や
ス
ト
ー
ブ
の
火

だ
け
で
な
く
、
冷
蔵
庫
や
洗
濯
機
を
 

県
で
は
、
「セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
」
 

に
お
い
て
、
平
成
9
年
度
以
降
実
施
し

て
き
た
県
の
緊
急
支
援
資
金
に
お
け
る

既
存
債
務
を
ま
と
め
て
借
換
す
る
た
め

の
借
換
枠
を
新
た
に
創
設
す
る
と
と
も

に
、
新
規
融
資
の
融
資
枠
を
拡
大
し
、
 

条
件
緩
和
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
「セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
」
、
 

「創
業
支
援
資
金
」
、
「
経営
革
新
支
援

資
金
」
 
にお
い
て
、
倒
産
企
業
等
か
ら

の
事
業
承
継
の
た
め
の
融
資
枠
を
創
設

し
て
お
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

青
森
県
商
工
政
策
課
商
工
金
融
班

公
0
1
7

（
加
）9
3
6
8
 

 

中
小
企
業
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
 

ツ
ト
資
金
特
別
保
証
融
資
 

制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
 

  

   

子育ては地域のみんなの手乙せ 

五所川原市 、×、 
フアミリーサボートセンター 

活動紹介 No.11 

今日の rrnC7iLえはお父iさん 

最
近
、
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
等
の
危
険

物
に
よ
る
火
災
事
例
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
火
災
予
防
上
、
次
の
こ
と
に
留

意
し
取
り
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

①
ガ
ソ
リ
ン
は
金
属
製
の
携
行
缶
に
、
 

灯
油
は
専
用
の
ポ
リ
容
器
に
保
管
し
、
 

ふ
た
の
な
い
も
の
ゃ
破
損
し
て
い
る

も
の
は
使
用
し
な
い
こ
と
。
 

②
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
等
を
取
り
扱
う
場

合
は
、
く
わ
え
た
ば
こ
、
ス
ト
ー
ブ

の
近
く
等
火
気
の
あ
る
場
所
で
は
行

わ
な
い
こ
と
。
 

③
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
灯
油
を
給
油
す
る

時
は
、
火
を
消
し
て
か
ら
行
う
こ
と
。
 

左から依頼会員の山形さん、藍子ちゃん 4 歳、 
提供会員の真光美恵子さん、舞子ちゃん 3 歳 

水庖癒にかかり、保育園を休んだ藍子
ちゃん、舞子ちゃん姉妹。提供会員の真
光さんと歌って、踊って楽しく過ごしま
した。今日は出張帰りのお父さんがお迎

えです。 
センターの提供会員は子育てに頑張る

お父さん、お母さんの力強い味方です。 

みんなで協力しあえば、もっと楽しく子

育てできると考えます。 

随時会員募集 容(35)8953 ~ 

公民館からのお知らせ 	'35-6O56 

⑥家族で映画を楽しむ会 ～1月 
瓜から生まれた瓜っこ姫とおじいさん、おばあさん、 

森の動物たちが力を合わせてアマノジャクのいたず
らをこらしめる昔々の愉快な民話『瓜っこ姫とアマ
ノジャク』、恒例の『日本昔ばなし』より「三枚のお札」 
「そこっ惣兵衛」「分福茶釜」「湖の怪魚」他をお楽し
みください。 

◇日 時…1月25日田 10時～11時30分
◇会 費・・・無 料 

⑥子ども放送局 
視聴希望者は中央公民館までご連絡ください。 

1月の放送 （1月4日の放送はおイ 木み） 
時間 11日 18日 25日 

10:30 

11:00 

12:00 

夢ス夕ジオ1030 
スポ―ッ 

柔道一本！ 
～柔道家 古賀稔彦～ 

10年前、膝を痛めながら
もバルセロナオリンピッ
クで金メダルを勝ち取っ
た古賀さんのお話です。 

輝く子どもたち 
愛媛県 

ドキドキ チャレンジまかせ
とけ1 われら、えひめっ子 

俳句で全国の子どもた
ちと交流する。剣道や伝
統芸能に取り組む子ど
もたちの姿を紹介する。 

チャレンジ教室 
科学 

静電気で遊ぼう！ 
～身近な不思議を科学する～ 

身近な自然現象「静電気」 
を取り上げ、楽しく遊び
ながら実験していく。 

9 	平成15年 1月 1日 
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、
土

三
 
 
又
示
 

一
一
 

＝投票時間は午前7時から午後8時までです。＝ 

知薯選挙の殺票日で丈 

体が不自由で、投票所へ行くことができない人に、郵便による不在者投票制度があります 

■郵便による不在者投票ができる人 

①身体障害者手帳を持っていて、次の（イ）、（ロ）、（ハ）の人 

（イ）両下肢若しくは体幹の障害若しくは移動機能の障害が一級・二級 

（ロ）心臓、じん臓、呼吸器、ぽうこう若しくは直腸及び小腸の障害が一級・三級 

（ハ）両下肢等の障害の程度がこれらの障害に該当することを県知事が証明した人 

②戦傷病者手帳を持っていて、次の（イ）、（ロ）、（ハ）の人 

（イ）両下肢若しくは体幹の障害が特別項症から第二項症まで 

（ロ）心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう若しくは直腸及び小腸の障害が特別項症から第三項症まで 
, （ハ）両下肢等の障害の程度がこれらの障害に該当することを県知事が証明した人 

■郵便による不在者投票の方法 

「郵便投票証明書」の請求は、市の選挙管理委員会へ身体障害者手帳、戦傷病者手帳または県知事の証

明した書類と自分で署名した「郵便投票証明書交付申請書」を提出します。申し込みは郵送でも代理の人

でもかまいません。提出書類を確認し、「郵便投票証明書」をさしあげます。 

■投票用紙等の請求 

「郵便投票証明書」と自分で署名した投票用紙等請求書を、市の選挙管理委員会へ提出してください。 

提出は代理の人でも郵送でも結構です。投票用紙等請求書の提出期限は、 1月22日困までとなります。（投
票用紙等の請求書は市の選挙管理委員会にあります。） 

■投票用紙の交付を受ける 

投票用紙等は、市の選挙管理委員会からご本人へ郵送いたします。 

国投票して郵送する 

投票は自宅で投票用紙に記載し、所定の封筒に入れて封をしたあと署名し、選挙管理委員会で用意した 

返信用封筒で郵送することになります。（投票用紙は、郵送以外で送ることはできません。） 

’ ◇日 時 平成15年1月26日（日）午後 9時15分 

◇場 所 五所川原市民体育館 

＊お問い合わせ＊ 選挙管理委員会事務局 費35-21 11（代） 内線491 -493番 

  

少年補導職員募集！! 

   

臨時看護師急募！! 

 

 

青森県警本部は、少年の補導、少年相談、家出少
年の保護、有害環境の調査、その他関係機関・団体
との連絡等に従事する職員（勤務地は青森県警察本
部または各警察署）の採用試験を行います。 

◇申込期限 1月17日国 
◇―次試験 2 月 2日（日） 県警本部（青森市） 
◇採用予定人数 少年補導職員（事務吏員）1名 
◇受験資格 昭和48年 4月 2 日から昭和58年 4月1 

日までに生まれた者 
※受験手続きやお問い合わせは五所川原警察署総務 
課まで。 

市では、臨時看護師を募集しています。 

◇募集人員 

若干名 
◇勤務時間等 

日 	勤 8時15分～17時まで 
準・深夜勤 月平均 8回 

◇賃金等 
・准看護師 日額 7,920円 
・正看護師 日額 8,920円 
・ボーナス支給制度有り 

◇社会保険・雇用保険等完備 

        

      

西北中央病院管理課庶務係 公35-3 111（内線 279) 

 

  

五所川原警察署総務課 公35-2 141 

    

        

五所川原市役所 公35一2111 
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'-ず槍みんな酉殺窮明る伽 

I月26日（印は青森県 

オルテンシア1月の催物案内 
ふるさと交流圏民センター TEL33-21 11 

スポーツドクターがスポーツ障
害や健康管理について相談を受け、 

指導や助言をします。 

● 1月 9 日困・16日困 15時～ 
働く婦人の家・保健センター 

◇申込方法 
スポーツ健康課にある所定の申
込用紙に必要事項を記入のうえ
申し込みください。 

スポーツ健康課 内線561 

  

第30回 
ーツ医事相談室開設 スポ 

 

  

日 曜日 催 	 物 開 演 入場料 

大
ホ
 
ー
 
ル
 

 

13 月 平成15年五所川原市成人式 14 : 00 関 係 者 

16 日 ご入学おめでとう大会 13 : 00 整 理 券 

20 月
  

ふたりのビックショー 
中村美津子＆岸千恵子 18:15 整 理 券 

小
 
ホ
 
ー
 
ル
 
 

25 土 開米ピアノ教室発表会 13 : 30 無 料 

26 日 石田ピアノ教室発表会 13 : 30 無 料 

30 木 平成14年 
所得税収支内訳書作成説明会 

①10 : 
②13 : 

00 
00 関 係 者 

31 金
  

五所川原市では、 「投票所入場券」を発行いたしておりますので、不在者投票をされる場合や、選挙当

日投票所で投票される場合は、自分の「投票所入場券」を持参してください。なお、 「投票所入場券」が 

なくても投票できますので係員に申し出てください。 

★投票できる方は次のとおりです。 

・年齢要件 昭和58年1月27日以前に生まれた方 

・住所要件 平成14年10月8日以前に住民基本台帳に登録され、引き続き居住している方 

・市内転居者 平成14年12月27日以前に転居した方は、新しい住所の投票所です。 

平成14年12月28日以後に転居した方は、前住所の投票所です。 

※平成14年10月 9 日以後に県内の他の市町村から転入してきた有権者は、前住所地の市町村で投票す

ることになります。この場合、引き続き県内に住所を有する旨の証明書を提示しなければなりません。 

この証明書は、現住所地の市町村から交付を受けることができます。 

記号式投票の方法 

今回の投票は、不在者投票及び点字投票を除き記号式投票で行います。 

記号式投票の記載方法は、投票用紙の「〇をつける欄」に、〇の記号を自書し、又は〇の記号を表す印 

を押す方法で行います。 

不 在 者 投 票 

⑥該当する方 

投票当日、不在者投票事由（仕事・旅行・入院及び出産予定等）のいずれかに該当すると見込まれる方。 

⑥不在者投票のできる期間 

平成15年1月 9 日困から平成15年1月25日田まで 

⑨不在者投票のできる場所及び時間 

①五所川原市役所 5 階会議室◇午前 8 時30分から午後 8 時まで 

②出張、旅行などで滞在する市町村の選挙管理委員会 

・滞在する市町村において選挙が行われている場合 

◇午前 8 時30分から午後 8 時（異なる時刻を定めている場合があります）まで 

・滞在する市町村で選挙が行われていない場合ニ◇執務時間内 

③都道府県選挙管理委員会の指定する病院、老人ホーム等◇午前 8 時30分から午後 5 時まで 

※出張、旅行などで滞在する市町村等で不在者投票される方は、早めに投票用紙等の請求をしてください。 

11 平成15年 1月1日 
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献血のご案内 
期 日 時 間 場 	所 

1月23日
困 

9 :30 -11 :30 国合同庁舎側 

13 :00 -15 :30 株式会社津軽エノモト 前 

ユ2  青森県の人は食塩を一日平均でどのくらい食べて
いるのでしょうか0 次の番号から選んでください0 

① 16.5g ② 14.lg ③ 11.5g 

02 

ユ5  塩分の少葛い順に芯らべたのは？
重量はどれも同じで弓o 

①みそ、ケチャップ、しょうゆ
②ケチャップ、しょうゆ、みそ
③ケチャップ、みそ、しょうゆ ＊ヒン
④しょうゆ、ケチャップ、みそ  を見 

C5 

＊ヒント】昨年の広報
を見ると分ります 

健 康 相 談 
病気の相談、心の相談、血圧測定など保健師が相談

に応じます。健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

開 	催 	場 	所 開催月日 開催時間 

コミュニテイセンター三好 1月23日（わ 11: 00へ 12 : 30 

成人の相談日 
健診結果の見方、血圧の相談、病気の相談、心

の相談等にも応じます。 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

働く婦人の家保健センター 1月 8 日困 10:00 - 	12:00 

※健康手帳をお持ちの方は、ご持参下さい。 
当日、混雑することも予測されますので、利用予定の方はで 
きるだけ事前に電話予約してください。 

みんなの健康教室 
◆日 時・・・1月24日金 13時～14時まで 

◆場 所・・・保健センタ- 3階ホール 

◆テーマ・寸日常診療における頭痛』 

◆講 師・・・日沢裕貴先生〈西北中央病院第一内科〉 

◆主 催・・・北五医師会・五所川原市民保健協議会  

霞諏iまI二」雀l誉」’乞~ 
A，‘ーA鳳 ー，Ir‘~員ー一貝 一一― 

月 日 曜日 医療機関名 所 在 電 話 

1月 2日 水
  

増田病院 
五所川原市
新町41 34-2727 

1月 3 日 木
  

清水クリニック 
五所川原市
鎌谷町103-1 35-3663 

1月 5日 日
  

中村整形外科医院 
五所川原市 
一ッ谷508-12 34-0123 

1月12日 日
  

白戸胃腸科外科医院 
五所川原市
栄町64-1 34-6211 

1月13日 月
  

桂整形外科医院 五所川原市
弥生町16-1 34-3737 

※ 1．対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 
2．その他、消防署（救急病院紹介廿34-4999）で紹介します。 

「保健計画策定委員会」の委員を募集 
市では、みんなで力を合わせ健康なまちづくりをめざすことを

目標に「健康こしよがわら21（仮）」計画を作成しますので、市民
の代表として参画してくださる委員を募集いたします。 

◇応募資格 五所川原市民で、作成委員会開催時に出席可能
な40'50歳代の方。（平日午後の開催で、3月までに月1回程度
の開催予定） 

◇募集人員 男女各1名 
◇応募方法 氏名・生年月日・性別・住所・電話番号・職業（様式

指定なし）を記入、および作文（400字詰め原稿用紙1枚程度）「テ 
ーマ】私の健康を考えたときの大切なもの」を提出してください。 

◇申し込み先 健康福祉課健康推進係 内線245 一 236 
◇申込締切 1月10日（金）必着 

◇決定通知 後日、応募のあった方に通知いたします。 
× 	ノ 
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昨年に引き続き健康についこのクイズを出題します。みんなで考えて景品をゲットしませんか。 

01 日本人の平均寿命は次のうち何番？ 

●男性 ① 92.40歳 ② 78.07歳 ③ 82.40歳 

・女性 ① 75.61歳 ② 84.93歳 ③ 92.50歳 
（平成13年簡易生命表】厚生労働省） 

Q3 身長165cm、体重65kgの五所太郎さんは 
①から④のどれにあてはまりま弓か？ 
肥満度（BMI)でラェツクしきしょう0 

①BM I・22 	 適正体重 
② BM I・18.5未満 	やせすぎ 
③ BM I・18. 5-25未満 標準の範囲 
④BM I・25以上 

*BMl法＊ 
体重（kg)＋身長（m)十身長（m)=BMI (Body Mass Index) 
やせているか、太っているかの判断に使う指数。  

04 油揚けを油抜き弓るには〇〇をかける0 

①水 ②熱湯 ③食用油 ④スキムミルク 

◇応募方法 はがきに選んだ番号と、郵便番号、住所、 
氏名、年齢、電話番号を明記し応募してください。 
広報についての意見などもお寄せください。正解数
の多い順に景品をプレゼントします。 

◇送‘J 先 〒037-8686 五所川原市岩木町12 
『五所川原市役所お年玉年賀クイズ』係まで 

◇応募締切 1月10日国 消印有効 
※なお、当選の発表は、景品の発送をもって代えさせ 
ていただきます。 

五所川原市役所 容35- 2111 	平成15年1月1日 12 



'I亜犀曲 

①さつまいもは2cmの輪切りにし、 
厚めに皮をむいて水にさらし、 
やわらかく苑でてつぶしておく。 

②りんこはよく洗い6等分に割り 
1 cm巾のいちょう切りにし砂
糖を加えて煮る。 

③①に砂糖を加え、水大さじ2と
共に練り、熱いうちに裏こす。 
再び鍋にもどし②を汁こと加え、 
みりん、塩少々で全体を軽く混
ぜる。 

★生活が不規則になりがちなお正月はビタミンや食物繊維豊富なデ
ザートがおすすめです。さつまいもを熱いうちに裏ごすことがな
めらかなきんとんづくりのポイントです。 

●りんこ（紅玉） 	1個 

●砂糖 	30g 

●さつまいも 

苑でて300g 

●水 	大さじ2 

・砂糖 	3O-5Og 

●みりん 	大さじ1 

●塩 	 少々 

材 料 ,',J 4'” 分量（4人分） 

茶巾ずし 

1"J 4'” 分量（12個分） 

●米 	 力ップ2 

●水 	 力ップ2 
「米酢 	 大さじ3 
ai 砂糖 	 大さじ4 

L 塩 	 小さじ 1 弱 

●干ししいたけ枚・・・2枚 

●人参 	Scm 
●かんぴょう 	約80cm 
「出し汁 	力ップ1 
bI 砂 糖 	大さじ1と1/2 

Lしよう油 	大さじ2 
●みりん 	大さじ1 
●うなぎ 	50g 
●工ビ 	り口2尾 

●白妙りこま・・・大さじ2 
●卵 	 9個 
「砂糖 	大さじ1 
~塩 	小さじ1/4 
L片栗粉 	大さじ1 

●サラダオイル 	適宜 

●三つ葉 	12本 

★いろとりどりの具材が入っ
★丸い形が愛らしく、おもて 

【 1 人分栄養量】熱且21 2kcal たんばく貿9.3g 
脂肪6.7g 	塩分1Mg 

“亜産， 

①aをよく混ぜ合わせ、飯と合わ
せてすし飯を作る。 

②かんぴょう…塩もみ水洗い後、 
水から苑で、爪が立つぐらいに
なったら lcmの長さに切る。 
干ししいたけ・・・もどして千切り。 
人参…千切り。 

③鍋にbを入れ、②を煮る。煮汁が
なくなったらみりんをくわえる。 

④すし飯に③とうなぎ、白こまを
混ぜる。 

⑤エビ・・・背ワタをとり、苑でて殻
をむき（尾は残す）酢・砂糖・塩少々
をからめておく。三つ葉・・・熱湯
を通す。 

⑥卵…ボールに割り入れ、調味料
と水溶き片栗粉（水は同量）を
加え、薄焼き卵12枚を作る。 

＠迄）をピンポン玉大に丸め、薄焼
き卵で茶巾に包んで三つ葉で
結び、中心にエビを飾る。 

て、まるで福袋の様なおすしです。 
なしにぴったりです。 

材 料 

猛‘亜呂， 

①大根は皮をむき、4-5町巾の
薄い短冊切り、塩少々ふり、しん
なりしたらさっと洗い絞って分
量外の酢、砂糖をかけておく。 

②柿は上V3を切り、中身をスプ 
ーンでかきとり器にみたてる。 
酢、砂糖、塩！」ノ、々を振っておく。 

③しいたけはもどして千切りに
し調味料で煮る。大根、しい
たけをゴマ酢で混ぜ、柿の器
にこんもり盛りつけて白い皿
にのせ、へタの方を蓋に見立
て添える。 

★柿の甘味とねりごまのマイルドな風味がよく合います。 
★富有柿にちなんで今年もどうぞ富む年でありますように。 

,r'J  中’ 分量（4人分） 

●富有柿 	4個 

●大根 	・1 OOg(Scm) 

●干ししいたけ 	2枚 
大さじ2 
小さじ2 
小さじ1 

大さじ 1 
	 小さじ1/3 

「もどし汁 

~砂糖 

Lしようi由 

●ゴマ酢 
ー白練りこま 凍りこま 	大さじ 1 

糖
 
塘
 
大
さ
じ

1
 

材 料 

砂
酢
塩
 

中華風冷やし茶わん蒸し 
11 人分栄養量】 熱且133kc司・たんばく質12.1 g‘脂肪5.9g・塩分 2.Og 

柾~分量（4人分） 

●鶏ささみ 	1本 
片栗粉 

●エビ 	4尾 
「出し汁 	力ップ1/4 

1 酒 	 小さじ 1 
L塩 	 少々 

●生しいたけ 	3枚 

●人参 	 ・40g 
出し汁 	力ップ1/3 
酒 	 大さじ 1 
みりん 	大さじ 1 
しょう油 	小さじV2 

●きぬさや 	4枚 

●卵 	 4個 

「水 	 力ップ3 
~チキンブイョン 	・ t5個 

L薄口しようi由 	大さじ 1 

●吉野くず 	大さじ2 
●出し汁 	力ップ1 

“亜犀， 

①●鶏ささみ…酒、塩少々（分量外） 
ふり、片栗粉をまぶして熱湯
をくぐらせ手で細かく裂く。 

●工ビ…背ワタをとり、殻をむく。 
●しいたけ、人参・・・千切りにし、 
それぞれ調味し煮る。 

●きぬさや…色よく苑でて千
切り。 

②・卵…ボールに割りほぐし、調
味料を加え慮す。器に泡立て
ないよう静かに注ぎ入れ中
火で5分程蒸す。吉野くずを
出し汁で溶き、温める。 

③表面が固まつてきたら①の具
をのせ、あんを張り、更に蒸し
あげる。（あんが透明になるの
を蒸しあがりの目安にします。） 

＊冷めたら冷蔵庫に入れる。 

★あんのとろみで喉ごしやさしい茶碗蒸です。 
★冷蔵庫に入れておけば急な来客にもサツと出せます。 

鯵母、槻な浮包饗蘇四え世健琉 
・叉裟 

~観7! ~葺~繍姐坐’ l言班看i ~結畔闘畿“ 

13 平成15イI一 I月 1目 
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第9回ゴニンカントランプ世界選手権大会 
■期日／平成15年1月19日（日）開会式9時 ■場所／五所川原市民体育館 

象 

読みと ち議ふナ/が全て  

10枚頑t の運0 
' 

参加者募集 
■申込み締切 

1月10日（金） 

■参加料 

a000円（昼食費含む） 

■団体申込みは1チーム 

6人とする。 

■団体賞、男女個人賞ほか 

■申込方法 

住所、氏名、生年月日、電

話、FAX、団体の場合は

団体名が必要。 

肩 、 

/  \ 

〈問い合わせ〉五所川原商工会議所 TEL35-2 121 “望 

お正目料理 	五所川原市食生ノ舌 
ー ー にーーー 	 地域における健康づくりは、みんなで考え、みんなで勉強し、みんなで実行していく 

一二 史HTz刀入 	 ことに意義があります。今年も食生活改善推進員会では五万市民のみなさんが、健康 
＝三不斗工暫ml  	で長生きするためテーマ別の料理紹介や出前料理教室を通じて活動していきます。今 
	 ’」一 回は、お正月料理の特集です。色とりどりで喜ばれますので挑戦してみてください。 

五所川原市食生活改善推進員会 
あなたも 

作ってみませんか 

料理の作り方は、この裏にあります。 
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